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(57)【要約】
　インキに依拠せずに簡易な構成で包装体にデザイン性
を付与することができるたばこ商品の包装体を提供する
。たばこ商品の包装体は、たばこ商品を内部に収容する
包装体であって、包装体の最外層の表面は、包装体の基
材の外面に積層された透明ニスによって形成される第１
領域と、第１領域に隣接配置されると共に、包装体の基
材が外部に露出した基材露出部または基材の外面に積層
された透明ニスによって形成される第２領域と、を含み
、第１領域および第２領域との境界位置が、透明ニスの
有無の違い又は夫々の透明ニスの物性の違いのみに依拠
して識別可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　たばこ商品を内部に収容する包装体であって、
　前記包装体の最外層の表面は、
　前記包装体の基材の外面に積層された透明ニスによって形成される第１領域と、
　前記第１領域に隣接配置されると共に、前記包装体の基材が外部に露出した基材露出部
または前記基材の外面に積層された透明ニスによって形成される第２領域と、
　を含み、
　前記第１領域および前記第２領域との境界位置が、透明ニスの有無の違い又は夫々の透
明ニスの物性の違いのみに依拠して識別可能である、
　たばこ商品の包装体。
【請求項２】
　前記第１領域および前記第２領域との境界位置が、夫々の透明ニスにおいて視覚に影響
を及ぼす所定の物性の違いのみに依拠して識別可能である、請求項１に記載のたばこ商品
の包装体。
【請求項３】
　前記第１領域における透明ニスは、第１の光沢値を有し、
　前記第２領域における透明ニスは、前記第１の光沢値と異なると共に前記第１の光沢値
との差によって前記第１領域との境界位置を識別させる第２の光沢値を有する、請求項１
又は２に記載のたばこ商品の包装体。
【請求項４】
　前記第１の光沢値および前記第２の光沢値の差が１５以上である、請求項３に記載のた
ばこ商品の包装体。
【請求項５】
　前記第１領域における透明ニスは、第１のヘイズ値を有し、
　前記第２領域における透明ニスは、前記第１のヘイズ値と異なると共に前記第１のヘイ
ズ値との差によって前記第１領域との境界位置を識別させる第２のヘイズ値を有する、請
求項１又は２に記載のたばこ商品の包装体。
【請求項６】
　前記第１のヘイズ値および前記第２のヘイズ値の差が５％以上１００％以下である、請
求項５に記載のたばこ商品の包装体。
【請求項７】
　前記第１領域および前記第２領域における表面の高さが互いに等しい、
　請求項３から６の何れか一項に記載のたばこ商品の包装体。
【請求項８】
　前記第１領域および前記第２領域における表面の高さの差が５μｍ以下である、請求項
３から６の何れか一項に記載のたばこ商品の包装体。
【請求項９】
　前記基材の外面の一部に着色された着色領域が形成されており、
　前記第１領域および前記第２領域の境界位置と、前記基材における前記着色領域とその
周囲の無着色領域との境界位置とが平面的にずれている、
　請求項１から８の何れか１項に記載のたばこ商品の包装体。
【請求項１０】
　前記基材の外面全体が着色されていない、請求項１から８の何れか一項に記載のたばこ
商品の包装体。
【請求項１１】
　前記基材のうち、前記第１領域および前記第２領域に対応する部分の外面が単一のイン
キによって着色されている、請求項１から８の何れか一項に記載のたばこ商品の包装体。
【請求項１２】
　前記基材の表面に凹凸加工が施されており、
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　前記第１領域および前記第２領域の境界位置と、前記基材における凹部と凸部との境界
位置とが平面的にずれている、請求項１から１１の何れか一項に記載のたばこ商品の包装
体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たばこ商品の包装体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　シガレット等のたばこ商品は、通常、所定の本数毎に包装体に包装されている。このよ
うな包装体として、アルミ箔加工紙等の中包紙と、この中包紙を覆う外包紙によって形成
されたものがよく知られており、所謂個装と呼ばれている。外包紙として、所謂ソフトパ
ック又はソフトパッケージと呼ばれる薄紙で形成されたものや、所謂ハードパック、ハー
ドパッケージ又はボックスと呼ばれる、板紙を箱型に組み立てて形成されたものが知られ
ている。
【０００３】
　たばこ商品の包装体の外面には、一般に、製品名や成分量等のたばこ商品に関する情報
が印刷されている。また、包装体の多くは、例えば他のたばこ商品との識別力を高めたり
、購入者による購買意欲を高めること等を目的として、色インキを使用して文字、絵柄等
からなるデザインや情報等を表面に印刷し、視覚効果を持たせている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００６－５０４５９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のように、たばこ商品の包装体の多くはインキを使用したデザインの付与によって
視覚効果を得ているが、インキを多用することで製造コストの増加を招いたり、包装機の
ガイド類にインキが付着するインキ汚れを招く要因となる。
【０００６】
　本発明は、上記した実情に鑑みてなされてものであって、その目的は、インキに依拠せ
ずに簡易な構成で包装体にデザイン性を付与することができるたばこ商品の包装体を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するために、たばこ商品の包装体における最外層の表面に、
透明ニスによって形成される第１領域と、包装体の基材が外部に露出した基材露出部また
は基材の外面に積層された透明ニスによって形成される第２領域とを隣接配置し、第１領
域および第２領域との境界位置が透明ニスの有無の違い又は夫々の透明ニスの物性の違い
のみに依拠して識別可能となるようにたばこ商品の包装体を構成するようにした。
【０００８】
　より詳しくは、本発明は、たばこ商品を内部に収容する包装体であって、前記包装体の
最外層の表面は、前記包装体の基材の外面に積層された透明ニスによって形成される第１
領域と、前記第１領域に隣接配置されると共に、前記包装体の基材が外部に露出した基材
露出部または前記基材の外面に積層された透明ニスによって形成される第２領域と、を含
み、前記第１領域および前記第２領域との境界位置が、透明ニスの有無の違い又は夫々の
透明ニスの物性の違いのみに依拠して識別可能であることを特徴とする。このように構成
することで、インキによるデザイン付与に頼らず、しかも簡易な構成でたばこ商品の包装
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体にデザイン性を付与し、包装体の識別力を高めることができる。ここで、前記第１領域
および前記第２領域との境界位置が、夫々の透明ニスにおいて視覚に影響を及ぼす所定の
物性の違いのみに依拠して識別可能であってもよい。
【０００９】
　ここで、前記第１領域における透明ニスは、第１の光沢値を有し、前記第２領域におけ
る透明ニスは、前記第１の光沢値と異なると共に前記第１の光沢値との差によって前記第
１領域との境界位置を識別させる第２の光沢値を有していてもよい。このように、第１領
域および第２領域の表面を形成する透明ニスの光沢値を異ならしめることで、消費者に第
１領域および第２領域との境界位置を識別させることができる。なお、この場合、第１の
光沢値および第２の光沢値の差が１５以上であると、第１領域および第２領域との境界位
置を消費者に識別させる観点から好ましい。
【００１０】
　また、前記第１領域における透明ニスは、第１のヘイズ値を有し、前記第２領域におけ
る透明ニスは、前記第１のヘイズ値と異なると共に前記第１のヘイズ値との差によって前
記第１領域との境界位置を識別させる第２のヘイズ値を有していてもよい。このように、
第１領域および第２領域の表面を形成する透明ニスのヘイズ値を異ならしめることで、消
費者に第１領域および第２領域の境界位置を識別させることができる。なお、この場合、
第１のヘイズ値および第２のヘイズ値との差が５％以上１００％以下であると、第１領域
および第２領域との境界位置を消費者に識別させる観点から好ましい。
【００１１】
　また、前記第１領域および前記第２領域における表面の高さが互いに等しくてもよい。
また、前記第１領域および前記第２領域における表面の高さの差が５μｍ以下であっても
よい。このように、第１領域および第２領域における表面の高さの差を０μｍ以上５μｍ
以下にすることで、以下の効果を奏する。例えば、包装体は、一般に、シート状のブラン
クを折り込むことによって形成されているが、上記のように第１領域および第２領域間に
おける段差をなくし、或いは小さくすることで、シート状のブランクを梱包して流通させ
る際にブランクが嵩張ることを抑制できる。つまり、ブランクの梱包箱にブランクを収容
する際、上下に積層されるブランク間の隙間をできるだけ少なくすることで、ブランクの
流通コストを少なくすることができる。
【００１２】
　また、ブランクを折り込みながらタバコ商品を包装する包装機の多くは、ローラ装置や
吸着装置を用いてブランクを順次搬送しているが、上記の様に第１領域および第２領域間
における段差を小さくすることで、包装体の包装過程におけるブランクの搬送安定性を高
くすることができ、また、折り込み工程において安定したブランクの折り込みが容易なも
のとなる。また、第１領域および第２領域間における段差を小さくすることで、第１領域
や第２領域において基材に塗布する透明ニスの使用量が過剰になることを抑制でき、包装
体の製造コストを少なくすることができる。
【００１３】
　また、前記基材の外面の一部に着色された着色領域が形成されており、前記第１領域お
よび前記第２領域の境界位置と、前記基材における前記着色領域とその周囲の無着色領域
との境界位置とがずれていてもよい。これによれば、第１領域および第２領域における透
明ニスの有無の違い又は夫々の透明ニスの物性の違いのみに依拠して、第１領域および第
２領域の境界位置を視覚を通じて識別させることができる。つまり、インキに依拠せず、
容易にたばこ商品の包装体にデザイン性を付与することができる。
【００１４】
　また、前記基材の外面全体が着色されていなくてもよい。このように構成することで、
例えば包装体を製造する際に包装機のガイド類に包装体が接触した場合においても、この
ガイド類がインキで汚れることを抑制できる。また、包装体における基材の外面にインキ
を全く使用しないようにすることで、包装体の製造コストを少なくすることができる。
【００１５】
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　また、前記基材のうち、前記第１領域および前記第２領域に対応する部分の外面が単一
のインキによって着色されていてもよい。このように、第１領域および第２領域に対応す
る部分の外面が単一のインキによって着色されている場合においても、本発明によれば、
インキに依拠せず、第１領域および第２領域の境界位置を識別することができる。
【００１６】
　また、前記基材の表面に凹凸加工が施されており、前記第１領域および前記第２領域の
境界位置と、前記基材における凹部と凸部との境界位置とが平面的にずれていてもよい。
このように構成することで、第１領域および第２領域における透明ニスの有無の違い又は
夫々の透明ニスの物性の違いのみに依拠して、第１領域および第２領域の境界位置を、視
覚を通じて識別させることができる。つまり、インキに依拠せず、容易にたばこ商品の包
装体にデザイン性を付与することができる。
【００１７】
　なお、本発明における課題を解決するための手段は、可能な限り組み合わせることがで
きる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、インキに依拠せずに簡易な構成で包装体にデザイン性を付与すること
ができるたばこ商品の包装体を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、実施形態１に係る包装体を示す外観図である。
【図２】図２は、実施形態１に係る包装体の正面図である。
【図３】図３は、実施形態１に係る包装体を形成するためのブランクを示す図である。
【図４】図４は、図２に示すＡ－Ａ´矢視断面図である。
【図５】図５は、参考例に係る包装体の断面構造を示す図である。
【図６】図６は、実施形態の第１変形例に係る包装体の断面構造を示す図である。
【図７】図７は、実施形態の第２変形例に係る包装体の断面構造を示す図である。
【図８】図８は、実施形態の第３変形例に係る包装体の正面図である。
【図９】図９は、実施形態２に係る包装体の正面図である。
【図１０】図１０は、実施形態３に係る包装体の正面図である。
【図１１】図１１は、実施形態４に係る包装体の正面図である。
【図１２】図１２は、図１１に示すＢ－Ｂ´矢視断面図である。
【図１３】図１３は、実施形態５に係る包装体の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図面に基づいて説明する。本実施形態に記載されてい
る構成要素の寸法、材質、形状、その相対配置等は、特に特定的な記載がない限りは、発
明の技術的範囲をそれらのみに限定する趣旨のものではない。
【００２１】
＜実施形態１＞
　図１は、実施形態１に係る包装体１を示す外観図である。包装体１は、たばこ商品の一
例としてシガレットを収容するシガレットパッケージである。包装体１は、収容本体部２
と、収容本体部２にヒンジ３を介して回動自在に連結される蓋部４とを備えている。図１
は、蓋部４が閉じられた状態の包装体１を背面側から眺めた斜視図である。包装体１は、
被包装体の包装時において外形状が略直方体となっている。図２に、実施形態１に係る包
装体１の正面図を示す。
【００２２】
　包装体１は、所謂ハードパッケージと呼ばれる箱型の包装容器であり、収容本体部２の
内部にシガレットを収容している。収容本体部２は、前壁２１、後壁２２、一組の側壁２
３、底壁２４を有し、直方体形状の上端側が斜めに切り欠かれた形状を有する箱体である
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。蓋部４は、前壁４１、後壁４２、一組の側壁４３、天壁４４を有し、ヒンジ３を介して
蓋部４における後壁４２の下縁と収容本体部２における後壁２２の上縁とがヒンジ連結さ
れている。
【００２３】
　図３は、実施形態１に係る包装体１を形成するためのブランク１０を示す図である。包
装体１は、例えばカード紙、マニラボール紙等の紙材を所定の大きさ、形状に打ち抜くこ
とで形成されたブランク１０を組み立てることで形成されている。図４に示す破線は折り
込み線（罫線）を示している。包装体１の組み立ては、例えば図示しない包装機によって
行われる。ブランク１０を折り込み線に沿って折り込み、適所を接着することで包装体１
を組み立てることができる。なお、図３に示す符号１１は、ブランク１０の組み立て後に
おいて包装体１の収容本体部２となる収容本体部形成区域を示している。また、符号１２
は、ブランク１０の組み立て後において包装体１の蓋部４となる蓋部形成領域を示してい
る。
【００２４】
　次に、包装体１の断面構造について説明する。図４は、図２に示すＡ－Ａ´矢視断面図
である。図２に示す例では、第２領域Ｒ２は、菱形形状を有する領域として形成されてお
り、この第２領域Ｒ２を除く部分に第１領域Ｒ１が形成されている。言い換えると、第１
領域Ｒ１は、第２領域Ｒ２の周囲を取り囲む領域として形成されている。なお、第１領域
Ｒ１および第２領域Ｒ２の形状は特定の形状に限定されず、適宜変更することができる。
例えば、第１領域Ｒ１や第２領域Ｒ２の形状を、ブランドロゴの形状、あるいは、月、太
陽などといった幾何学模様や動植物などをモチーフとした装飾絵柄の形状としてもよい。
また、第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の何れか一方が、他方によって取り囲まれていな
くてもよい。
【００２５】
　図４に示すように、包装体１における第１領域Ｒ１の断面構造（層構造）は、最内層と
しての基材５０と、最外層としての第１ニス層５１から形成されている。第１ニス層５１
は、基材５０の外面５０ａを被覆するように基材５０に積層されている。なお、本実施形
態において、基材５０は、ブランク１０の材料として用いられるカード紙、マニラボール
紙等といった紙基材を採用しているが、基材５０は紙基材に限られず、例えば、プラスチ
ックやフィルム貼り合わせ紙など種々の材料を用いることができる。また、基材５０の厚
さは特に限定されない。
【００２６】
　基材５０の内面５０ｂは、包装体１の組み立て後においてシガレットを収容する収容空
間側に臨む面である。ここで、本実施形態における包装体１の基材５０には、色インキ等
を用いて文字、図柄等を含むデザインが印刷されるインキ層が形成されていない。つまり
、包装体１には、色インキを使用したデザインが付与されていない。以上のような断面構
造を有する包装体１の第１領域Ｒ１は、第１ニス層５１によって包装体１の最外層の表面
が形成されている。
【００２７】
　一方、包装体１における第２領域Ｒ２の断面構造は、最内層としての基材５０と、中間
層としての第１ニス層５１と、最外層としての第２ニス層５２とを含んで構成されており
、基材５０の外面５０ａに第１ニス層５１および第２ニス層５２がこれらの順に積層され
ている。このような断面構造を有する包装体１の第２領域Ｒ２は、第２ニス層５２によっ
て包装体１の最外層の表面が形成されている。
【００２８】
　ここで、第１ニス層５１および第２ニス層５２について説明すると、第１ニス層５１お
よび第２ニス層５２は、共に透明ニスによって形成されている。本実施形態において、第
１ニス層５１に係る透明ニスと第２ニス層５２に係る透明ニスは互いに物性が異なってお
り、具体的には、光沢値が互いに異なっている。ここで「透明ニス」とは、所謂着色され
ていないニスであり、顔料、染料、金属粉、ガラス粉、雲母を含まないニスとして定義さ
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れる。なお、例えば、ニスに含まれる樹脂自体が色を有しているものは、これら顔料、染
料、金属粉、ガラス粉、雲母を含まない限り、本明細書において「透明ニス」に該当する
ものとして扱う。また、本明細書において、上述した顔料、染料、金属粉、ガラス粉、雲
母の少なくとも何れかを含むインキを色インキとして定義する。上記のように規定された
第１ニス層５１および第２ニス層５２は、特に限定されないが、光沢値が互いに異なる透
明のオーバープリントニス（以下、「ＯＰニス」という）を用いるようにしてもよい。以
下、第１ニス層５１を形成する透明ニスを「第１透明ニス」と呼び、第２ニス層５２を形
成する透明ニスを「第２透明ニス」と呼ぶ。なお、本実施形態においては、後述するよう
に第１ニス層５１と第２ニス層５２とにおいて、それぞれの光沢値やヘイズ値などといっ
た視覚に影響を及ぼす透明ニスの物性を変化させることによって第１領域Ｒ１と第２領域
Ｒ２との境界位置を識別可能にしているが、光沢値やヘイズ値を変化させるためにマット
剤等の添加剤が添加されたニスについても、顔料、染料、金属粉、ガラス粉、雲母を含ま
ない限り「透明ニス」に該当する。
【００２９】
　ここで、包装体１（ブランク１０）の基材５０に対する第１ニス層５１および第２ニス
層５２の塗布は、オフセット印刷、グラビア印刷等といった公知の手法を適宜用いて行う
ことができる。第１ニス層５１および第２ニス層５２は共に透明ニスによって形成されて
いるため、例えば、まず第１ニス層５１を形成する第１透明ニスを基材５０の外面５０ａ
全体にベタ塗りした後、この第１ニス層５１の上から第２ニス層５２に対応するデザイン
が付与された版を用いて第２ニス層５２を形成する第２透明ニスを塗布してもよい。
【００３０】
　ここで、互いに光沢値が異なる第１ニス層５１および第２ニス層５２の組み合わせの例
示として、マットニス、ノーマルニス、グロスニスのうちから選択される２種の透明ニス
を挙げることができる。本実施形態においては、包装体１における最外層の外表面のうち
、平面的に隣接して配置される第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の夫々の透明ニスの物性
の違いのみ、ここでは第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の光沢値の差を利用して、これら
の境界位置を視認させるように包装体１を構成している。以下、第１ニス層５１の光沢値
を「第１の光沢値」と呼び、第２ニス層５２の光沢値を「第２の光沢値」と呼ぶ。本実施
形態において、第２ニス層５２に係る第２の光沢値は、第１ニス層５１に係る第１の光沢
値と異なり、且つ、第１の光沢値との光沢差（光沢値の差）によって第１領域Ｒ１と第２
領域Ｒ２との境界位置を識別させる光沢値として定義される。
【００３１】
　なお、「第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２との境界位置を識別させる」とは、視覚を通じて
、第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２との境界位置を、包装体１を眺める人に認識させることを
意味する。ここで、図５に示す参考例では、基材５０の上にインキを塗布することでデザ
インを付した着色領域であるインキ着色部５３を形成した後、第１ニス層５１、第２ニス
層５２を順次積層している。なお、インキ着色部５３の周囲には、基材５０の外面５０ａ
が着色されていない無着色領域が形成されている。図５に示す参考例では、インキ着色部
５３の輪郭（外形）に、第２ニス層５２の輪郭（外形）が平面的に一致している（上下に
重なっている）。言い換えると、第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置が基材５０
におけるインキ着色部５３とその周囲の無着色領域との境界位置とが平面的に一致してお
り（上下に重なっており）、インキ着色部５３によって付与されるデザインに第２ニス層
５２が同調した態様となっている。このように、第２ニス層５２をインキ着色部５３の上
に重ねて配置する態様は、第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２との境界位置を識別させることに
寄与するものであるため、第１ニス層５１および第２ニス層５２の物性の違いのみに依拠
して第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２との境界位置を識別させていることにはならない。故に
、本実施形態における包装体１は「第１ニス層５１および第２ニス層５２の物性の違いの
みによって第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２との境界位置を識別させる」という点において、
図５に示す参考例と区別することができる。
【００３２】
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　本実施形態に係るたばこ商品の包装体１によれば、上記のように色インキに頼らずに、
第１ニス層５１と第２ニス層５２との物性の違いのみ、具体的には光沢値の差に依拠し、
第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２との境界位置を、視覚を通じて識別させることができる。し
たがって、色インキによるデザイン付与に頼らず、しかも簡易な構成でたばこ商品の包装
体１にデザイン性を付与し、包装体１の識別力を高めることができる。
【００３３】
　ところで、たばこ商品は包装機によって高速で包装されるため、包装機のガイド類と包
装体となるブランク１０とのクリアランスが比較的狭いのが実情である。そのため、たば
こ商品の包装過程において包装体がガイド類に接触し易く、従来のように色インキをした
デザインの付与によって視覚効果を得ようとした場合、包装機のガイド類にインキが付着
するインキ汚れが顕在化し易くなる。これに対して、本実施形態の包装体１においては、
包装体１の基材５０における外面全体が着色されていない。これによれば、包装体１を製
造する包装機によってブランク１０を折り込む際、包装機のガイド類とブランク１０が接
触した際、色インキがガイド類に付着するインキ汚れを招く虞がない上、色インキを使用
しないことで包装体１の製造コストを少なくすることができる。
【００３４】
　なお、本実施形態においては、包装体１に係る基材５０の全面に第１ニス層５１を形成
することで、第２領域Ｒ２における第２ニス層５２の下層に第１ニス層５１が形成される
態様を例に説明したが、図６に示す変形例のように第２領域Ｒ２における第１ニス層５１
を省略し、第２ニス層５２を基材５０に直接積層してもよい。図６は、第１変形例に係る
包装体の断面構造を示している。つまり、包装体１に係る最外層の表面が、互いに隣接し
て配置される第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２とを含み、第２領域Ｒ２に係る第２透明ニスに
おける第２の光沢値が、第１領域Ｒ１に係る第１透明ニスにおける第１の光沢値との光沢
差によって第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置を識別可能な光沢値として設定さ
れていればよい。また、図７は、第２変形例に係る包装体の断面構造を示している。図７
に示すように、第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２との境界部において、第１ニス層５１および
第２ニス層５２の端部同士を上下に重ね合せてもよい。ここで、図７中の符号Ｒ３は、第
１ニス層５１および第２ニス層５２が互いに重なることで形成される「ラップ領域」であ
る。図７においてラップ領域Ｒ３の幅はとくに限定されないが、例えば０．０５ｍｍ～１
ｍｍ程度とする態様が一例として挙げられる。図７に示す態様のように、第１領域Ｒ１と
第２領域Ｒ２との境界部に光沢値が互いに異なる透明ニスが積層されるラップ領域Ｒ３を
配置することで第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２の光沢値の差をより一層際立たせることがで
き、各領域の境界位置をより一層識別し易くなる。なお、図７に示す例では、ラップ領域
Ｒ３において第１ニス層５１の上に第２ニス層５２が積層されているが、第２ニス層５２
の上に第１ニス層５１が積層されていてもよい。
【００３５】
　また、図８は、実施形態の第３変形例に係る包装体の正面図である。図８に示す変形例
は、包装体１（ブランク１０）の最外層における第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の何れ
か一方が、他方によって取り囲まれていない態様となっている。このように、第１領域Ｒ
１および第２領域Ｒ２は互いに隣接していればよく、一方の領域が他方の領域に取り囲ま
れていなくてもよい。
【００３６】
＜実施例＞
　以下に、本発明を実施例によって更に具体的に説明するが、本発明はその要旨を超えな
い限り、以下の実施例の記載に限定されるものではない。
【００３７】
（実施例１～３）
　市販されている白色の原紙（実施例１～３では、白色度が８０～９０％の上質紙を使用
）に、市販の透明ニスを塗布した試料を用意し、市販の携帯型光沢計を用いて各試料の６
０°反射の光沢値を測定した。
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　なお、一般的に、ニスには、樹脂成分、溶剤、添加剤などが含まれており、ニスの種類
としては油性ニス、水性ニス、ＵＶニスなどがある。油性ニスに含まれる樹脂成分として
例えば硝化綿、ケトン樹脂などが挙げられ、溶剤として例えば硝酸エチル、IPA（イソプ
ロピルアルコール）などが挙げられ、添加剤として例えばワックス、マット剤（必要に応
じて、消泡剤）などが挙げられる。また、水性ニスに含まれる樹脂成分として例えば水性
アクリル樹脂などが挙げられ、溶剤として例えば、エタノール、IPA、水などが挙げられ
、添加剤として例えばワックス、マット剤（必要に応じて、消泡剤）などが挙げられる。
また、ＵＶニスに含まれる樹脂成分として例えばアクリレートモノマー・オリゴマー、ア
クリル樹脂などが挙げられ、溶剤として例えば酢酸エチル、IPAなどが挙げられ、添加剤
として例えばワックス、マット剤（必要に応じて、消泡剤）などが挙げられる。なお、上
記の各成分のうち、主として硝化綿はニスの耐熱性に関連し、ケトン樹脂はニスの光沢性
に関連し、水性アクリル樹脂はニスの光沢性、耐熱性に関連し、アクリレートモノマー・
オリゴマーはニスの光沢性、耐熱性に関連し、アクリル樹脂はニスの透明性、密着性に関
連し、ワックスはニスの耐摩擦性、滑り性に関連し、マット剤はニスの光沢性に関連する
。
【００３９】
　原紙に対する各透明ニスの塗布は、市販の自動式卓上グラビアプルーファー、ヘリオ17
5線／inchのベタ版を用いて行った。また、透明ニスの印刷にあたり、IPAと水の配合比率
を７：３とした希釈溶剤を用いてニスを希釈し、ザーンカップ（粘度カップ）#３での粘
度が１６secとなるように調整した。原紙に塗布する透明ニスとして、実施例１はノーマ
ル透明ニスを用い、実施例２はグロス透明ニスを用い、実施例３はマット透明ニスを用い
た。
【００４０】
　なお、実施例１（ノーマル透明ニス）の光沢値を基準として、実施例２（グロス透明ニ
ス）は実施例１（ノーマル透明ニス）よりも光沢値が大きい（高い）値に調整されており
、実施例３（マット透明ニス）は実施例１（ノーマル透明ニス）よりも光沢値が小さい（
低い）値に調整されている。光沢値の調整は、例えばニスに含まれる樹脂成分とマット剤
との配合比率を変更することで行うことができる。例えば、ニスに含まれる樹脂成分の配
合比率を増やすことでニスの光沢値を相対的に大きくすることができる。また、例えば、
ニスに含まれるマット剤の配合比率を増やすことで光沢値を相対的に小さくすることがで
きる。
【００４１】
（実施例４～６）
　実施例４～６は、透明ニスを塗布する原紙として、白色の原紙の代わりに青色の原紙（
実施例１～３で用いた白色度が８０～９０％の上質紙に青（シアン）色のインキを全面に
ベタ塗りしたものを使用）を用いた点を除いて実施例１～３と共通する。
【００４２】
[光沢値の測定]
　実施例１～６に対して、携帯型光沢計（株式会社東洋精機製作所製マイクロトリグロス
μ(商品名)）を用いて各試料の６０°反射の光沢値を測定した結果を表１に示す。各実施
例において、試料の５箇所における光沢値を測定し、その平均値を表１に示している。
【００４３】



(10) JP WO2016/098190 A1 2016.6.23

10

20

30

40

50

【表１】

【００４４】
（官能評価）
　ここで、実施例１～３に係る各試料を隣接して並べ、各試料の透明ニスの見え方の違い
について官能評価を行った。光沢値の測定値（平均値）の差が１８．０であった実施例１
に係る試料（ノーマル透明ニス）と実施例２に係る試料（グロス透明ニス）と対比した結
果、双方の透明ニスの見え方に違いが認められた。また、光沢値の測定値（平均値）の差
が２５．７であった実施例１に係る試料（ノーマル透明ニス）と実施例３に係る試料（透
明マットニス）とを対比した結果、実施例１および２を対比したときに比べて、透明ニス
の見え方の違いがより顕著であった。
【００４５】
　同様に、実施例４～６に係る各試料についても、実施例１～３と同様に各試料の透明ニ
スの見え方の違いについて官能評価を行った。光沢値の測定値（平均値）の差が１７．３
であった実施例４に係る試料（ノーマル透明ニス）と実施例５に係る試料（グロス透明ニ
ス）と対比した結果、双方の透明ニスの見え方に違いを見出すことができた。また、光沢
値の測定値（平均値）の差が３５．８であった実施例４に係る試料（ノーマル透明ニス）
と実施例６に係る試料（透明マットニス）とを対比した結果、実施例４および５を対比し
たとき、および実施例１および３を対比したときに比べて透明ニスの見え方の違いがより
顕著であった。
【００４６】
　以上より、包装体１において、第１領域Ｒ１の最外層を形成する第１ニス層５１の光沢
値と、第２領域Ｒ２の最外層を形成する第２ニス層５２の光沢値の差が１５以上であるこ
とが好ましく、２５以上であることがより好ましく、３５以上であることが特に好ましい
。第１ニス層５１の光沢値と第２ニス層５２の光沢値の差を上記のようにすることで、色
インキによるデザイン付与に頼らずに、包装体１を眺めた人に、第１ニス層５１および第
２ニス層５２の物性の違いのみによって、第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置を
視認（識別）させることができる。なお、第１ニス層５１および第２ニス層５２の見え方
を相違させるという観点からは両者の光沢差が大きい方が好ましく、第１ニス層５１およ
び第２ニス層５２の光沢差の上限は特に限定されないが、第１ニス層５１および第２ニス
層５２の光沢差は、紙基材を用いる場合には１００以下とする態様が一例として挙げられ
る。但し、第１ニス層５１および第２ニス層５２の光沢差の好ましい上限値は、基材の種
類によって異なり得る。
【００４７】
　本実施形態における包装体１は、第１領域Ｒ１の最外層を形成する第１ニス層５１と、
第２領域Ｒ２の最外層を形成する第２ニス層５２とにおける視覚に影響を及ぼす所定の物
性の違いのみによって第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置を識別可能に構成して
いるが、透明ニスにおける物性の違いのみに依拠して上記境界位置を識別可能であれば光
沢値に限定されない。例えば、第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置を識別するた
めに、第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の最外層を形成する夫々の透明ニスのヘイズ値を
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相違させてもよい。なお、ヘイズ値は、「ヘーズ値」、「曇り度」と称呼される場合もあ
る。透明ニスにおけるヘイズ値は、光沢値と同様に、視覚に影響を及ぼす所定の物性の一
例である。そして、本実施形態においては、透明ニスのヘイズ値の差に依拠して第１領域
Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置を識別してもよく、そのような態様も、第１ニス層５
１および第２ニス層５２における物性の違いのみによって第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ
２の境界位置を識別する態様の範疇に属するものである。
【００４８】
　ここで、光沢値が互いに相違する透明ニス同士は、ヘイズ値も相違するのが通常である
。本実施形態においても、第１ニス層５１（第１透明ニス）および第２ニス層５２（第２
透明ニス）は、光沢値およびヘイズ値の双方が互いに相違している。ここで、第１ニス層
５１（第１透明ニス）および第２ニス層５２（第２透明ニス）におけるヘイズ値を、それ
ぞれ「第１のヘイズ値」、「第２のヘイズ値」と呼ぶ。本実施形態において、第２のヘイ
ズ値は、第１のヘイズ値との差によって第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２との境界位置を識別
可能なヘイズ値として設定されている。本実施形態に係る包装体は、第１領域Ｒ１および
第２領域Ｒ２の境界位置を識別するに際して、第１ニス層５１および第２ニス層５２にお
ける光沢値の差のみに依拠してもよいし、ヘイズ値の差のみに依拠してもよいし、光沢値
の差およびヘイズ値の差の双方に依拠してもよい。
【００４９】
　本実施形態において、第１ニス層５１に用いる第１透明ニスおよび第２ニス層５２に用
いる第２透明ニスのヘイズ値は、第１透明ニスおよび第２透明ニスの透明性を表す物性で
あり、その値が低いほど透明性が高いことを意味する。ヘイズ値は、透明なフィルムに第
１透明ニスおよび第２透明ニスを塗布した試料をそれぞれ用意し、ＪＩＳ　Ｋ　７１０５
、ＪＩＳ　Ｋ　７１３６に準拠して、試料に光線を照射したときの全光線透過光に対する
拡散光の割合（ヘイズ値＝散乱光／全光線透過光×100（％））を求めることで測定する
ことができる。これにより、第１透明ニスおよび第２透明ニスにおいて、それぞれ固有の
ヘイズ値を測定することができる。
【００５０】
　なお、第１領域Ｒ１の第１ニス層５１を形成する第１透明ニスのヘイズ値（以下、「第
１ヘイズ値」という）と、第２領域Ｒ２の第２ニス層５２を形成する第２透明ニスのヘイ
ズ値（以下、「第２ヘイズ値」という）と差は、５％以上１００％以下とすることが好ま
しい。第１ヘイズ値および第２ヘイズ値の差をこのような範囲に設定することで、第１領
域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置を第１ヘイズ値および第２ヘイズ値の違いに依拠し
て消費者に容易に識別させることができる。
【００５１】
＜実施形態２＞
　次に、実施形態２に係る包装体１Ａを説明する。図９は、実施形態２に係る包装体１Ａ
の正面図である。図中、符号５３Ａは、包装体１Ａに設けられたインキ着色部である。こ
のインキ着色部５３Ａは、基材５０の外面５０ａに色インキを塗布することで形成されて
おり、インキ着色部５３Ａが単独で包装体１Ａにデザイン性を付与している。図９に示す
第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２は、図４において説明した通りである。なお、包装体１
Ａにおいて、インキ着色部５３Ａが形成された基材の外面上に第１ニス層５１および第２
ニス層５２が順次積層されている。なお、図９に示すように、インキ着色部５３Ａは、基
材５０における外面５０ａの一部に形成されており、本発明における着色領域に相当する
。
【００５２】
　図９に示すように、本実施形態においては、第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位
置が、インキ着色部５３Ａの輪郭（外形）、即ちインキ着色部５３Ａとその周囲に存在す
る無着色領域との境界位置に対してずれた態様となっている。さらに、インキ着色部５３
Ａに対して第２領域Ｒ２が上下に重なっていない。このように構成される包装体１Ａにお
いては、上記のようにインキ着色部５３Ａに依拠せず、第１領域Ｒ１に係る第１ニス層５
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１および第２領域Ｒ２に係る第２ニス層５２の光沢値やヘイズ値のように、第１ニス層５
１および第２ニス層５２の物性（視覚に影響を及ぼす所定の物性）の違いのみに依拠して
、消費者に第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置を識別させることができる。
【００５３】
＜実施形態３＞
　図１０は、実施形態３に係る包装体１Ｂの正面図である。包装体１Ｂは、実施形態２に
係る包装体１Ａのインキ着色部５３Ａと同様なインキ着色部５３Ｂを備えている。包装体
１Ｂは、第２領域Ｒ２とインキ着色部５３Ｂとが部分的に重なっている点で実施形態２に
係る包装体１Ａと相違している。このような態様においても、第１領域Ｒ１および第２領
域Ｒ２の境界位置が、インキ着色部５３Ｂの輪郭（外形）、即ちインキ着色部５３Ｂとそ
の周囲に存在する無着色領域との境界位置に対してずれた態様となっているため、上記の
ようにインキ着色部５３Ｂに依拠せず、第１ニス層５１および第２ニス層５２の光沢値や
ヘイズ値のように、第１ニス層５１および第２ニス層５２の物性（視覚に影響を及ぼす所
定の物性）の違いのみに依拠して、消費者に第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置
を識別させることができる。つまり、色インキによるデザイン付与に頼らず、簡易な構成
で包装体１Ｂにデザイン性を付与し、その識別力を高めることができる。
【００５４】
＜実施形態４＞
　図１１は、実施形態４に係る包装体１Ｃの正面図である。上述までの実施形態において
は、基材５０の全体を覆うように第１ニス層５１をベタ塗りしていたが、包装体１Ｃにお
いては、第１ニス層５１が形成されていない。図１２は、図１１に示すＢ－Ｂ´矢視断面
図である。図１２を参照して、実施形態４に係る包装体１Ｃの第１領域Ｒ１´および第２
領域Ｒ２´の断面構造を説明する。包装体１Ｃにおける第１領域Ｒ１´は、基材５０の外
面５０ａが外部に露出した領域であり、本発明における基材露出部に相当する。一方、包
装体１Ｃにおける第２領域Ｒ２´は、基材５０の外面５０ａに透明ニスが塗布されること
で透明ニス層５２が形成されている。透明ニス層５２は、包装体１Ｃにおける第２領域Ｒ
２´の最外層を形成している。
【００５５】
　透明ニス層５２を構成する透明ニスは、例えば、顔料、染料、金属粉、ガラス粉、雲母
を含まない透明なマットニス、ノーマルニス、グロスニス等である。さらに、透明ニス層
５２の光沢値は、第１領域Ｒ１´に係る基材露出部の光沢値と相違しており、基材露出部
の光沢値との差によって第１領域Ｒ１´と第２領域Ｒ２´との境界位置を識別可能な光沢
値に設定されている。つまり、本実施形態に係る包装体１Ｃにおいては、第１領域Ｒ１´
および第２領域Ｒ２´との境界位置が、透明ニスの有無の違いのみ（第１領域Ｒ１´に対
応する基材外面には透明ニスが形成されず、第２領域Ｒ２´に対応する基材外面にのみ透
明ニスが形成されているため）によって識別可能に構成されている。本実施形態において
は、第１領域Ｒ１´の最外層を構成する基材露出部の光沢値が第１の光沢値に相当し、第
２領域Ｒ２´の最外層を構成する透明ニス層５２の光沢値が第２の光沢値に相当する。ま
た、本実施形態において、透明ニス層５２および基材露出部の光沢差によって第１領域Ｒ
１´および第２領域Ｒ２´の境界位置を視認（識別）させる観点から、透明ニス層５２お
よび基材露出部の光沢差が１５以上であることが好ましく、２５以上であることがより好
ましく、３５以上であることが特に好ましい。これによれば、包装体１Ｃの最外層の表面
を形成する第１領域Ｒ１´および第２領域Ｒ２´の境界位置を、第１領域Ｒ１´および第
２領域Ｒ２´における透明ニスの有無の違いのみによって消費者に識別させることができ
る。言い換えると、包装体１Ｃによれば、第１領域Ｒ１´および第２領域Ｒ２´の包装体
１Ｃにおける透明ニス層５２および基材露出部の光沢差によって第１領域Ｒ１´および第
２領域Ｒ２´の境界位置を識別させることができる。その結果、色インキによるデザイン
付与に頼らず、簡易な構成で包装体１Ｃにデザイン性を付与することができる。
【００５６】
＜実施形態５＞
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　図１３は、実施形態５に係る包装体１Ｄの正面図である。包装体１Ｄにおいては、基材
５０に凹凸加工が施されている点が上述までの実施形態に係る包装体と相違する。図１３
において、符号６０は、包装体１Ｄの基材がエンボス加工によって外側に向かって凸状に
隆起している凸部を示している。包装体１Ｄは、凸部６０以外の部分が当該凸部６０より
も相対的に凹んだ凹部として形成されている。本実施形態に係る包装体１Ｄは、実施形態
３に係る包装体１Ｂにおけるインキ着色部５３Ｂを凸部６０に置き換えたものに等しい。
図１３に示すように、包装体１Ｄは、第２領域Ｒ２と凸部６０とが部分的に重なっている
。このような態様においても、第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の境界位置が、凸部６０
の輪郭（外形）、即ち凸部６０とその周囲に存在する無着色領域との境界位置に対してず
れた態様となっているため、上記のように凸部６０に依拠せず、第１ニス層５１および第
２ニス層５２の光沢値やヘイズ値のように、第１ニス層５１および第２ニス層５２の物性
（視覚に影響を及ぼす所定の物性）の違いのみに依拠して、消費者に第１領域Ｒ１および
第２領域Ｒ２の境界位置を識別させることができる。なお、凸部６０が第１領域Ｒ１およ
び第２領域Ｒ２の一方と全く重ならないように、第１領域Ｒ１および第２領域Ｒ２の他方
の一部又は全部と重なる様に配置されていてもよい。
【００５７】
　上述した各実施形態は、種々の変更や改良を加え、また組み合わせることができる。例
えば、上記各実施形態においては、シガレットを収容するハードパッケージに適用してい
るが、これには限られない。例えば、ハードパッケージの代わりに、所謂ソフトパッケー
ジの外装紙に本発明を適用してもよい。また、ハードパッケージやソフトパッケージ等の
個装は、通常、フィルム材によって密封された状態で流通している。さらには、上記の個
装をカートン、パーセルと呼ばれるという中間包装体に複数個（例えば、１０箱）まとめ
て詰めた状態で流通する場合も多い。本明細書においては、たばこ商品を収容するハード
パッケージやソフトパッケージ等の個装を密封するフィルム材や、複数の個装をまとめて
詰めるカートン等の中間包装箱もまた、たばこ商品の包装体に該当する。そこで、個装を
密封するためのフィルム材、あるいは、複数の個装をまとめて詰めるためカートンやパー
セル等の中間包装体に本発明を適用してもよい。また、上述までの実施形態では、たばこ
商品の一例としてシガレットを挙げて説明したが、例えば、葉巻、シガリロ、電子たばこ
等を包装する包装体に本発明を適用してもよい。
【符号の説明】
【００５８】
１，１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ，・・・包装体
２・・・収容本体部
３・・・ヒンジ
４・・・蓋部
５０・・・基材
５１・・・第１ニス層
５２・・・第２ニス層
Ｒ１，Ｒ１´・・・第１領域
Ｒ２，Ｒ２´・・・第２領域
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【国際調査報告】
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